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兵 5 式 = 67

= 凸

2 . * 式 =14 × ( - )

=-

3
.

与 式 = - 4 t 25

= 2
m

4
.

8 式 = ュB - 38 * o = 3B より

= 2NB - 9√3 3T8 = 3 × 3Ʃ
= - 7 √3 = 93

9 xzy × 4 x
5

.

与式 =

- 8 xy

=
6 . 与 式 = 3

x

t 4 x - 3 x
2
- 27

= 4 x - 27
～

回
1

. x
2

- 9x - 36 = 0 ⇒ (x 3 xx - 12 ) = 0t

: ∴x = - 3
.

,
12

～～



2
.

LACB は 直径 に 対 する

133 円周 なので角
」 ∠ ACB = 900

σ AC B について 三角形
(33

?

の 内角 の 和 は 180
”

なので
ィ

し ∠ ABC = 180- ( 90
'

× 53 )
33

= 330

1 "

AC に 対 する 円周角は 等 しので 、

LABC = LAEC = 330
っ

AC = AD より 円 周角 が 等 しので
LABC = LAED = 330

よって

LC = 33 t 330

=

3 . Y は x に文比例 するので yx とおく
。

x = 4 のとき y = - 5 なので

- 5 =④ ⇒ a = -
m



4
.

X

点θ を 通 り 直線βの

卍 に垂線 を描 く

⑩ ② の ① と 円 O の 交点 が
求 める 点 である

5
.

( )

< 1

四分位範囲

四分位範囲 = 第 3 四分位数 - 第 1 四分位数
= 130 - 80

= 50 冊
～

( 2 )

下位 デ ー タ

束↑
最小値 中央値第1 四分位数 最大値第

3四分位数



ー

③
く )

例 : x = 3 のとき
50 cm 50 cm

□ □ □
)←品菅通 O 01
路 v 路

椅子 の 数 -
1～～

0
.

5 x ← 1
.
5 (x- ) t24

= ～ ～

50 cm = 0
.
5 m 椅子 と椅子 の Ym の通路

0
.
5
m の 椅子 が 間( 1 . 5 m )が が 2 つ

x 個 x - 1 個～
～～

よ。
て

,
(x - 1 ) は 椅子 と 椅子 の 間 の 数 を 表 しImmmmmw

いる ⑨



(2 ) 0
.
5 x + 1

.
5 (x - 1 ) t 2 y = 29 に x = 12 を

代入 すると
0

,
5 × 12 + 1 . 5 × ( 12 - 1 ) + 2 y = 29
6 + 16

,
5 t 2 y = 29

2 Y = 6 .
5 ⇒ y = 3

.

25

よって 椅子 を 12 個並べたとき 1 つの 通路 の 幅 は

3
.

25 m となるので
,

3
.

5 m の 通路 の 幅 は

確保 できない ⇒.

2
.

( い )樹形国 は 以下 の 通 り

B

《 C
E

( 美 FE - F
F

よって 15 通 り
mm

( 2 ) 樹形 より , A さん B さんのどちらも選ばれ
ないのは 6 通 り

よて 、 求 める 確率 は

饕煕



凹
.

① のグラフと ② のグラフの

x の 値 が 5 のときの

この 差 が はの 値 の 差 を求 める
。

～道選
2

.

0 ≡ x ≡ 10 のとき , ② の 直線 は原点 を通 る

ので Y = ax とおいける 。 x = 10 のとき = 800

なので
800 = 10 a ⇒ a = 80

よて Y = 80xmm

3
.

① のグラフより 。
姉 は 10分間 で 2400 m 進 んだので

姉 の 速 さ = 2400 ÷ 10

=240 ∴ 毎分 240m
花屋 からケ ー キ 屋 まで 960 m あり

、
毎分 240 m

の 速 さで 進むので移動 にかかた時間
960 ÷ 240 = 4 分

…

よって 花屋 を 出発 したのは 10 : 22 である
。

花屋 に 10 : 10 に 着 いたので花屋 にた時間 は凸



4分

6分

ケ ー キ 屋 から 自宅 まで 800 + 640 = 1440 m で

あり
, 毎分 240 m の 速 さで 進むので 移タ動 に

かかった 時間 は

1440 ÷ 240 = 6 分
～

よって
, ケ ー キ 屋 を 出発 したのは 10 : 29 である

。

ケ ー キ 屋 に 10 = 26 に 着 いたのでケ ー キ 屋 にいた

時間 は 3 分
…

4
.

姉 のグラフは 以下 の 通 り

ー
2分

ー
3

…
… … …

…1440

影 0

人
7

29
26



姉 のグラフについて
,

29 ≤ x ≤ 35 のときの 直線⑦ と

弟 のグラフについて
,

30 ≤ x ≤ 40 のときの 直線⑨ の

交点 を 求 めるる

なおに次 関数 では 傾 き = 変化 の 割合 を 用 いて

傾 きを 求 める 。

⑦ について

y = ax tb とおくと
、

a =

はの 増加量 0 - 1440

x の 増 加量
=

35 - 29

=
- 240

.

よて ,
y
= - 240 x tb で

,
x = 35 のとき Y = 0 より

0 = - 240 × 35 tb ⇒ D = 8 400

: . y = -240 x +84～～ ーの

⑨ について

y = axt b とおくと

Y の 増加量
a =

x の 増加量 30
= - 80

よって
y = - 80 x t b で

,
x = 40 のとき Y = 0 より

0 = - 80 × 40 tb ⇒ b = 320 y

= - 80xt 3 ⑪ ～
～

ー②



追 い 越 される 時間 は ⑦ と ⑨ の 交 点 なので
① と ② を 連立 させて

{ y
= - 240 x + 8400 ー①

y = - 80 x t 3200②

① を ② に 代入 して
- 240 x + 8400= - 80 xt 3200

ー 160 x =
- 5200

x =望
x = 望 を ② に 代入 して

y = - 80 × 65 t 3200
= 600

よて 、 姉 が 弟 を 追 い 越 す地点 から 自宅 までの

道 のりは 600mmm



⑤ し
( ) 点 A は Y =出 xのグラフ 上 にあり ,

x
= - 6

なので 、

Y = # x [- 6 )
2

=9 : . A( 6
,

9 )

点 B はは = 出 x のグラフェにおり x = 4

なので
、

Y = # × 42

= 4 : .B ( 4
,

4 )

求 める 迫線 の 式 を Y = Axt b とおくと 1次

関数では 傾 き = 変化 の 割合 なので

A =

はの 増加量
x の 増加量

=6
= -

10
=

5
±

よ , て
Y
= - IxtD で

,
B ( 4 ,

4 ) を 通るので

4 ==±× 4 t b ⇒ b = 6

ゆえに , 求 める 直線 の 式 は Y = -1
x～



(2 )

OAOB を ② と ① に

分 ける
。

- 6 , 36 a )

↓ ( ) と同様 に 点 A
.
点 B

.

は Y = axのグラフェに

0

( 0 ,24a ) ある
。

点 A
x == 6 より y = 36 a

部

、 160
)

∴ A - 6
.

36 a )

点 B

x = 4 より Y =16 a : B ( 4
,
16 a )

直線AB の 式 を Y = mx tn とおくと

Y の 増加量
M =

x の 増加量

=

16 a - 36 a

4 - (- 6 )

= - 2 a

よ 。
て

Y = - 2 ax tn で B ( 4
,
16 a ) を通 るので

/6 a = - 2a × 4 tn ⇒ n = 24 a

: ∴ 直線 AB のは 切片 は 24 a である
。



よって
,

C AOB の 面積 は

I × 24 ax 6 t 1 × 24 a × 4

= 1 × 24 a × ( 6 + 4 )

= 120 a

OA OB の 面積 は 20 より

120 a = 20

哭
2

.

しい

OABD と OBCD に

ゆ おいて
,

仮定 より

LADB = LBDC = 900

ー①
X

⑦ (X

∠ ABC = 90 ” だから

LABD +LDBC=λ= 90
~

: LABD = 90- LDBC - ②
～



三角形 の 内角 の 和 は 180 ” だから
∠ BCD + ∠ DBC + 900 = 180 ?

: CBCD = 90
-

cDBCm ー③

②
.

③ より

∠ ABD =∠ BCD ー④

① . ④ より2 組 の 角 がそれぞれ 等しので

LABD ∞ L BCD (証明 終わり )

(2 )

LABC は 直角 であるから

LABETLEBC～

π⑩

ODBE は 直角三角形
(0

であるから
. 0っ品 LDEBTLDBE =90

～
～

0
0

また仮定より LEBC = LDBE である

少 の ② より∠Bと。
したがて ,

O
ABE において , 2 つの 角 が 等 しい
～

三角形 は 二等辺三角形 になるから
～

AB = AE



( 3 )

OABC におて ,
平方

3 5* の 定理 より

AC =√ 3世2√
ar

3 中 = 5 =√25

し 0 岔 .
(2 ) より AB = AE なので

②～ AE = 3
,

EC = 2
.'4

点 E から 辺 BC に 下 ろした 垂線 の 足 を H とする 。

LCEH E L CAB において

∠ CHE =∠ CBA = 90 ー①

共通 な 角 は 等 しいので
LECH = LACB ー ②

①
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
OCEH ∞ OCAB ー ③

対応 する辺 の 比 は 等 しいので

CE : CA = CH ; CB

: 、 CH : CB = 2 : 5 ⇒CH = HB = 2 :
3 ～～～

よって
,

BH = 4 ×⑤= ⑪ cm



また
,
③ より

今 EH : AB = 2 :

5

: ∴ EH =
5

⑤ cm

3鉱 ⇒ 5 EH = 6

\

LEBH で 三平方 の 定理 より

BE =√( ) ( 5 ):

√
= ?

180 = 22 × 3 x 5

より √180 = 6√5

=禁
回 .
( 1 ) D E

8

OABC で 三平方 の 定理より対角線 =√82 + 8

ー

ABT8
= 83 cm
～



2
.

D
( い ) C

.

& 1

.
⑩ M

. 0 P
l

A B

点 BE 点 D
,
点 P と 点 Q

は 線分 AC について
対称 であるから 口 APCQ

はひし形 である 。

() より

AC = BD = 8fcm

点 M は 線分 BD の 中点 なので

BM = IBD = 43 cm

BP : PM = 1 : 3 より

PM = 4√ 3 × 4 =Ʃcm : PQ =23 cm
～

ー☆
よって ,

UL形 APCQ の 面積 は

8* 上=16



H * G

8

ー
∞ J

8
√(

E 主
F

点

L . 工
.
J

.

K はそれぞれ
辺 EF

,
EGGH . HE の

中 点 なので □ LIJK は

U L形 である

よって µ L形 LIJK の 面積 は

1

Ʃ
× 8 × 8 = 32 cm

～

～

よって □ APCQ と LIJK の 面積比 はは
3 2 =:16 12 ～
～



(2 )

点 A
.

M
,
I を 含 む 平面 で

考 える
。

M
-
43 、

01 Al ハ C

郜
写 6k

8 1 ノ1
i

I
泛 H J
ー 7

\ ィ

La~
4
54

O AEI で 三平方 の 定理 より

AI =√ 82 + 4 ~ “
√ 64+ー

= 4√5cmm =√80 = 4√5

対称性 から MI = AI = 4√5 cm

□ IFJ で 三平方 の 定理 より

IJ = √ 42 t 42
= 43 cm

点 M から IJ に 下 ろした 垂線 の 足 を H とすると
.

I ト H =± IJ = 上 × 4Ʃ= 203 cm
m



OMIH で 三平方 の 定理 より

MH =√ 45)- 2) に

)
=2

= 6k
= 6fcmm

よて OAIM の 面積 は

{ × 4B × 63 = 24 om
～

m

(3) 難問
く 方針 〉

切頭 三角柱 の 体積公式 を 用 いる

国因 いに 示した 切頭1 三角柱 のの 体積 は

a tbtC
1

C SX
3
～

a

i
b 1
"

(" li 1) "(
τ積S

1 切頭三角柱の①



国 に 示 した 切頭21 三角柱 の 体積 は②
1

C Sx
a t C

3

a
～～*

国 の 切頭三角柱のの

i 1 において , b = 0と考 える

SX
a tO TC

ー

/!!/11 3

(
面積 S = SX号

切頭三角柱2②

く 解答 フ

求 める 体積 を
A
- PQLI,

C

- PQKJ
,
PQ - LIJK

に 分 ける 。 まず A - PQLI の 体積 を 求 める

Q
。 M

@

.

A 0 i p
1

,
0
{

ん
曼 貫 ⑤

I



辺 ん I の 中 点 を R
.
辺 KJ の 中点 を δ とする

。

立体 A - PQLI は

底面積 : □AMRNALI .PQ高 さ
m

として 切頭 三角柱 と考 える

OAMR について

A
,
R

.
S , C を 含 む 平面を 考 える

～ *
☆→- 4f

↓↑ En髪等
! }

R S

国 より OAMR の 面積 は

±×
4枚 × 8 = 160scmm

2

LI について
～

L
1 O LE I で 三平方 の 定理 より

4 Lエ = √ 42 t 42
凹 I'

4
= 403 cm
～m

PQについてい
☆ より 203 cm
～



よって 立体 A - PQLI の 体積 は

163 ×

0 ← 4Ʃ + 2 √2

3

= 163 × 22

= 64 cm
3

立体 C -PAKJ の体積

a ↓
M

C

0

p

⑦

, sk
J

R

左右 の 対称性 から
,
立体 A - PQLI の 体積 と

等 しい 。 よって
,
64 cm

3



立体 PQ - LIJK の 体積

Q
. M

シ::
…1 J

⑨

R
4

B,4冷

底面積: OMRJ
～

高 さ : PQ
,
LI

,
KJ

として
,

切頭 三 角柱 と考 えるよって 体積 は

2It 43 + 43
I × 4Ʃ x 8

3
～

GMRI

=163 ×= cm
3

以 上 より 求 める 体積 は

32D64 + 64 +

3
=等～


